
防 虫 科 学 第 28 巻-I

たいして etbylparathionが 1.341,Sumithionが

3.651となり,一定兆畠における時間と仰転率の関係

とlldL'帆山にあることがみとめられた.
以上の結氷から,3兆剤相互の相対有効度は中火致

仰･脚.lJirluによって求めても,また中央致死共益にもと

づいてhbT定 してもほぼ等 しく,Sumithionくethyl

parathionくmethylparathionの田係にあることがわ

かった.この種薬剤の製品の比較は両者いずれの方法

によっても目的を達しうるものと結諭される.

摘 要

1. チャバネゴキプ川 巨成虫の腹部に Sum?thion,

ethylparathionおよびmethylparathionのアセト

ン桁紋を蛸下処班し,一定水虫における時間と致仰転

率のLilJ鼠 および一定17割帥こおける北見と致死率の関

係をしらべた.

2. 兆剤の被i!3によっておこる致仰転率は時IlTiJの対

数にたいして正矧 こ分布した.

3.兆出の対数とこれに対応する中央致仰転時fLuの
対数とのlL''Jには屯線の関係が成立し,3兆剤のしめす

これらの心線は互いに平行である.

4. 3兆剤のしめす兆虫一致死率回帰厄線もまた互

いにIV･JLlであった.

5. 3兆剤相LLの相対有効度は中火致仰転時間によ

って求めても.また中火致死非宜にもとづいて界定し

て もほぼひとしく.Sumithion(ethylparathion

(methylparathionの幽係がえられ,この経典剤の製

品の比悦にはiLrd省いずれの方法によってもEl的な過し

うるとかんがえられる.
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R68um占

Threeinsecticideshavingtheanalogouschemical

structure,Sumithion(0,0-dimethyl･o･(3･methyl･

4･nitrophenyl)thiopbosphate),ethylparathionand

methylparathioninacetonesolutionwereapplied

topicallytotheabdomenofmaleadultsofthe

Germancockroach,BLatiellageymal:ice,andthe

relationsbetweentimeordosageandknockdown

timeormortalitywereinvestigated.

AsshowninFigs.2and3,therelativeef･

fectivenessesbetweentheseinsecticidesevaluaト

edbythemedianknockdowntimewerenearly

equaltothatevaluatedbymedianlethaldose.

Therefore,itisconcludedthattheeffectivenesses

oftheseinsecticidescanbecomparedeitherby

time･knockdownregressionisodosesorconcen･

tration･mortalityregressionisochrones.

OntheRelationbetweenttleDiameterofRearingContainerandtheDllrationfrom Ovi･

poBitiomtoEmergenceoftheCorrLmOnEousefly,MzLSCadomeBticauicinq,whenthePowdered
Bui8CuitforExperimentalAnima18WaSuseda8theCllltllreMedium. Problemsonthe

BreedingofInsectsforBiologicalAssayofInsecticides.XXXLSumioNAGASAWAandMichiko

KtslllNO(InstituteforChemicalResearch,KyotoUniversity,Takatsuki,Ohsaka).Received

Dec.8,1962.Botyu･Kagaku,28,4,1963.(withEnglishr6sum6,8).

2.実蛤動物用同型飼料をイエバエの飼育増基としたときの容器の広さと発育所要日数の関
係について.殺虫剤の生物試鮫川比虫の飼fIHこ関する謂間組 節31報 長沢純夫 ･梓野見知子 (泉郷大
学化学研兜197)★ 34.12.8.受理

rj従4,5,6,7,8,9および10cmのガラス円筒に火映用小動物の凹型BLd料50g,ぬか50gおよび水50cc

からなる蛸ま宅をいれて,イエバエの幼虫200匹を飼育し,容松の広さと,発Lffl所要日数の関係を兜filj

した.口従4cmの容軌 こおいて,その発育所要日数が他にくらべていちぢるしく長かったこと,日

経10cmの容心で8,9cm のそれより若干長かったことをのぞくと,口径の大きいものほど口数は減

少し,大体 1次の式をもって表示することができた.

*現tli所:約水市渋川100 イハラ偽薬研究所
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はそれをいれる浴㍑手の形によってかならずLも企fLLCL
I_qIl."Jとはなりえず,また幼山裾fT-のための利川ritとも
なf)えないことを,.V.閑机蛸).t･,災験川小刑物のrlT'lP.

カ.脚 を主とする城北について検札 いずれ.の場合も幼

山の拙息可能な14!lt.Jとこれに対する投入桐昨秋の凹係

から棲息密度のT.TIJ雌は-rl･瓜さるべきことをY.:P.:らは'示

唆した1).豆腐的培兆については,飼fl一宇手湖の拡さをか

えることによって幼虫発育のための利川IBILfJをかえ,

結果的に楼息密度をたかめたとおなじ状僧にもって行

った場合.多くの昆虫において見られる楼息密度が高

くなると発育所要日数が延長するおなじ事実が見出さ

れることをあきらかにした2).今回のべようとするこ

とは,実験用小動物の固型飼料を主とする培基によっ

て,同様の飼育をおこなった場合も,同じIF.Lt実が見iLl
されるか石かを失敗した結果である.

実験材料および方法

幼虫飼符のための培益は,あらめに粉砕した失鹸用

小潮物のrF''11ilJ_飼料50gと,ぬか50g,および水50ccか

らなるもので.それを口径4,5,6,7,8,9および10cmの

ガラスrTjmにいれ.TL'i槻系イエバエ Muscadomestica

vfci12aMacquardtの産卵されてから2日目.の幼虫を

200匹いれ.77.11皮約25oC,関係湿度約50%の環境条件

下で朗lfした.成虫は培jtLt一中で羽化せしめ,それを毎
ロー定17.-3刻にとF)JIIL,雌雄にわけて記録した.実験
はひとつの培兆について3阿のくりかえしをもつ,育
盤不完附判の火験.汁細にしたがっておこなった.

共鼓括黒と考察

実験の結果を袈示するとml滋のごとくで,柁卵さ
れてから羽化までの期間は上記の環境条L′ト下では,10

日から19日におよんだ.

産卵から羽化までの期間:それぞれの肝TT邪.(Wこお
ける発Jff所要日数は前和においておこなったとlL-I.J帆

その詐術平均他をもってその代誠lJiとした.那2:)壬の
左部分がそれぞれその相当欄にかきいれた もので,

Ve,T.は縦および腿の欄の合訂t･である.W.およびY,

Table1. Frequencydistributionsofduration(day)from ovipositiontoemergenceofthe
commonhousefly,whenitwasrearedonthepowderedbuiscuitinthesevenkindsof

containershavingthediametersof4,5,6,7,8,9and10cm.
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Table2. Duration(day)fromovipositiontoemergenceforeachseries.

Table3. Analysisofvarianceforseparatingvariationbetweendaysfrom remainder.

Variationdueto
Degrees
of
freedom

Diameterofcontainer,
Ignoringdays,
from V.

Days,exclusiveofdiameters
ofcontainers,
from We
Errorwithindaysand
diametersofcontainer

Female
s石高一石f 瓦teTi瓦.
Squares l square

19 133･286671 127･74952 1

欄の数flliをもとめ,あわせて平均した相対発育所要EI

数をもとめる方法はlrUにしるしたところと全くおなじ

である.m̂3誠はYB,ならびに有意差をもとめるに必

要な平均平-JJJ和A',B'卯定のための分散分析の結果で

ある.m'4滋にしめした相対発育所要日数からわかる

ように,日経 4cm の容桝で朗ffしたものにおいて,
その発育所要EI数は他にくらべていちぢるしく-長く,

口径 5cmから9cmの容掛 こおいては,それらの発fI'

所要日数は噸次に少しづつ減少し,口径 10cmのもの

において逆に少し延長している.口径 5cmから9cm

の稚幽内においては飼庁客船のひろさが発育所要日数

を左右するこの子ji実は,容船の口従がかわることによ

って,助出発fjh'のための利用空IF'ilが,かわり,結米的に

tB瓜繊度をたかめたとおなじ状態にもって行った,す

なわも,口従の小さいものにおいて生憩密度がたかめ

6

Table4. Relativeduration(day)fromoviposition
toemergenceofthecommonhousefly,rearedin
sevenkindsofcontainerhavingdiameterof4,5,6,
7,8,9and10cm,correctedfordifferencesbetween
days.Significantdifferenceinn-7andPr-0,05.
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らjt,たことに).∈閃しているものとかんがえてE三文えな

かろう.これとわなじことはさきに豆何机をもちいた

Ji的純米についてill'.tiLた2).幼虫の符比がたかくな

ると羽化がはじまってから終るまでの那経口敬が良く

なる小犬もあてはまる.イl'芯Z三のA'(fLrIから巧究け れば,
応粒発'fj=所労r]故を兆印とすると.r:1tf.10cmのもの

における発-ffJVr班口数の延良は-1f芯でない.

雌杜による発育所要日数の柏逮 :郡4-111の数fLltから
わかるように,雌のヲ邑-fl'所要日放は雌のそれにくらべ

て若干ながい.4cm および 10cm の容日割こおいてえ

られた数他をのぞいた他のものをグラフの上にもとめ

ると郡1図にしめすようにやや不規則ではあるが,雌

椛とも大体両線にちかい関係が成立するようである.

すなわち1次の式をあてはめた結果は節5-iiのごとく

である.節6衣は両者の関係を2次の式にあてはめる

べきか石かを検定した結果で,雌椛ともに2次阿帰現
にかんする分散化は1.7よりも小さくそのIllJ志性はみ

とめられない.そこでこれらの二つの阿帰線はほぼ平

行であるとかんがえて b2を平均した0.275をもちい

て.Fl経と発fjh'所要日数の関係式を計許しなISすと,

確は T+0.275D-14.47,経は T+0.275D-14.31
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Fig1. Relationbetweendurationfrom

ovIPOSitiontoemergenceTanddiameterof
rearingcontainer上).Theequationsofthe
parallellinesareT+0.275D-14.47forfemale

(emptycircles)andT+0.275D-14.31for
male(solidcircles),femalebeing1.01times

aslongasmale.

となる.これから恥JF.発ff所要日数の比をもとめると

14.47/14.31-1.01となり,雌の方が封かこくらべてご

くわずかその発fT-に･Lin.ljlL'.tlを班するものということが
できる.

羽化率 :耶111壬にかかげたqu北内行の羽化仰桝 を合

計して羽化即をもとbb.ItJTLll11でおこなったと同様の計

Table5. Relationbetweendurationfromovipositiontoemergence7'ofttlecommon
houseflyanddiameterofcontainerD.

Table6. Analysisofvariancefortestinglinearityofrelationbetweendurationfrom
ovipositiontoemergenceTanddiameterofcontainerDforthedatainTable4.

Male

Total

Rectilinearrelationbetween71
andD,thelinearterm
Singlecurvaturefrom straight
line.thequadraticterm

Error

4 1 0.93200 1

Total 1 4 1 0.62800 1
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iT拙作なはどこして祁正した.口径4,5,6,7,8,9およ

び10cmの飼育容相の平均相対羽化率をもとめると,

それぞれ53.4,64.1,61.2,70.4,60.7,63.3および71.5

%となりjustsignificantdifferenceは14.7%で,

r_lff.4cm の容掛 こおける羽化率が他のそまいこくらべ

てひくく,そのri心の差は有志であるが,他のものは相

llJ:a)Zf.にイi志性がみとめられない.

摘 要

1) 口稚4.5,6,7,8,9および10cmのガラス製円筒

に火映川小動物の固形飼料 50g,ぬか 50gおよび水

50ccからなる培益をいれ,産卵された日からかぞえ

て2日日のイエバエの幼虫200匹をうつして飼育した.

実験はひとつの容掛 こついて3回のくりかえしをおこ

なう斉盤不完描型の計両にしたがっておこなった.

2) 産卵されてから羽化するまでのJgjLL'lJ.すなわち

光背所要日数は,口稚 4cm の容拭きで飼ff.したものに
おいていちぢるしく延長し,口径 5cmから9cmの容

拭=こおいてはその期日'iJは噸次にすこしづつ姐少した.

そしてⅠ二Hf.10cmのものにおいてiTSび少しく延長した.
3) rll稚4および10cmのものをのぞくと,口従と
発fT'所出日数との仙 こは雌雌とも1次の朗係式がなり

たち,それらの式から雌椛の刷迎を界定した結凪ま,

雌は椛にくらペてわづかながらその発育に長崎rAlを要

し,その比は 1.01:1.00となった.

4) 羽化さ的ま口維 4cm のものにおけるそjuま他に

くらべてひくく,その冊のズ三にはイブ志性がみとめらjL

たが,4cmをのぞく他の容榊の羽化率相互のILIIJには-1j'

志の差は見川せなかった.
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R卓sum占

Twohundredlarvaeofthecommonhousefly,

Muscadomesticavicir!a.wererearedinglass

containerofsevenkindsofdiameters:4.5,6,7,

8,9andlOcm.Eachcontainerkept50gofpow-

deredbuiscuitforexperimentalanimals,50gof

rice･branand50ccofwater.Therelationbetween

thediameterofcontainersandthedurationfrom

ovlpOSitiontoemergencewastakenintoaccount.

Thedurationobtainedfromthecontainerhaving

thediameterof4cm wasmuchlongerthanthat

ofothers.Thedurationobtainedfrom thecont･

ainerhavingthediameteroflOcmwassomewhat

longerthanthatobtainedinthecontainershaving

thediametersof8and9cm. Excluding.these

twovalues,viz..intherangeofdiametersfrom

5to9cm,thedurationfrom ovlpOSitiontoemer･

gencedecreasedwiththeincreaseofdiameter.

Therelationbetweenthesetwovariablescould

beexpressedbyalinearequation.

DDTResistanceOftheSo･calledHTakAt8uki''StrAinoftheCommonIIouSeFlyShownbythe

EnockdownEffect.ProblemsontheBreedingofInsectsforBiologicalAssayofInsecticides.

XXXIII.ShojiAsANOandSumioNAOASAWA(IharaAgriculturalChemicalsInstitute,Shimizu).

ReceivedDec.8,1962.Boll･u･Kagaku.28,8,1963.(withEnglishrisum6,12).

3.致仰転効果におけるいわゆる高槻系イエバエのI)DT抵抗性 徴虫剤の生物試験用昆虫の
飼育に関する諸間超 第33招 浅野呂司･長沢純夫 (イハラ出典研兜所)37.12.8.受望月

原系を同一とするいわゆる高槻系イエバエといわれる系統の円にも,現在ではDDTにたいする感受

性に和迩のあることは滴下処FR法により明らかにされているが,散粉降下袋田法においてもはほ同様

の緋火を柑T:.また散粉降下波田法によってえられた時間致仰転率等薬包回帰直線の勾配とKT80と

の間にはflの相朗関係,すなわち薬剤抵抗性のものほど勾配がゆるやかになる幌向がみられた.

各地で農作物書出および相生召出の殺虫剤にたいす なされていち.昆虫が炎剤にたいして紙抗性である

る抵抗性が発達したという鞭LIEiが放近増加lしている. れ 感受性であるかは比校の間組であり,この検'/正の

そのため抵抗性害虫にたいする新しい防除法の研兜. ためには班準試験法の確立がなされるべき蛸 ま諭をま

あるいは新出英の合成が要求され,同時に基礎的なILg たない.現在牧山剤の有効度検定の方法には粒々のも

比として抵抗性の生物学的志益の光明も極々の両から のがあり,それぞれ長所知所を和し,適LL湖面をもっ

･&文の大要は,日本応用動物昆虫学会宛海支部井2回 ているが,なかでも滴下処理法 (topicalapplication

例会(Wi水)において讃抗した. method,以下滴下はとしるす)は,fl等密さと再現性の

8


